拝啓　突然のご入院の知らせを伺い、たいへん驚いております。先日までお元気にお過ごしのご様子を聞いておりましただけに、さぞお辛い思いをなさっているのではないかと案じております。まずは心よりお見舞い申し上げます。
検査や治療が続き、慣れない病室での生活はご不自由も多いことと存じます。思うように身体が動かせないことや、先の見えない不安もおありでしょう。けれども、どうか今は焦らず、ゆっくりと静養なさってください。これまで周囲のために忙しく過ごしてこられた分、神様が「少し休みなさい」と与えてくださった時間だと思って、心身を労わることに専念なさってほしいと願っております。
ご家族の皆さまもご心配のことと存じますが、きっと温かく支えておられることでしょう。私も微力ながら、何かお力になれることがあればと思っております。必要なものの手配や、ご家族のお手伝いなど、遠慮なくお知らせください。あなたが安心して療養に専念できるよう、できる限りお支えしたいと思っています。
季節の変わり目でもありますので、どうか無理をなさらず、医師のご指示のもと、十分に養生なさってください。一日も早く快方に向かわれ、また穏やかな日常を取り戻されますことを心よりお祈り申し上げます。
まずは書中にてお見舞い申し上げます。。
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